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機
」
を
福
祉
施
設
の
屋
根
に
設

置
し
た
の
も
連
携
の
一
環
だ
。

自
治
体
の
役
割

　

太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特
徴
は
、

発
電
・
供
給
は
小
規
模
分
散
型

に
な
る
こ
と
と
言
わ
れ
る
。
一

般
的
な
住
宅
の
屋
根
に
あ
る
太

陽
光
パ
ネ
ル
は
３
〜
４
㌗
、
こ

れ
で
原
発
１
基
と
同
じ
１
０
０

万
㌗
程
度
に
し
よ
う
と
し
た
ら

数
十
万
世
帯
分
の
屋
根
が
必
要

と
さ
れ
る
。
溝
口
代
表
理
事
は

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
と
推
進
に
は
広
範
な
市
民
が

主
体
と
な
る
必
要
が
あ
る
。
行

政
と
住
民
、
企
業
が
タ
ッ
グ
を

組
ん
で
住
民
の
意
識
を
変
え
、

参
加
を
促
す
地
道
な
取
り
組
み

が
重
要
だ
」
と
語
る
。

　

湖
南
市
で
は
行
政
担
当
職
員

が
積
極
的
に
ア
イ
デ
ア
を
発

案
、
具
体
化
に
向
け
市
民
に
参

加
を
呼
び
か
け
、
取
り
組
み
を

広
げ
て
き
た
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
に
自
治
体
が
果
た
す

役
割
は
小
さ
く
な
い
。

市
が
電
力
小
売
に
参
加

　

滋
賀
県
湖
南
市
は
昨
年
５

月
、
市
が
筆
頭
株
主
と
な
る
地

域
新
電
力
会
社
「
こ
な
ん
ウ
ル

ト
ラ
パ
ワ
ー
」
を
立
ち
上
げ

た
。
電
力
小
売
り
の
全
面
自
由

化
を
機
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
を
進
め
る
新
た
な
取
り

組
み
だ
。

　

新
電
力
会
社
は
、
市
庁
舎
を

は
じ
め
公
共
施
設
60
施
設
に
電

力
を
供
給
。
料
金
は
こ
れ
ま
で

の
供
給
元
・
関
西
電
力
よ
り
も

低
価
格
に
設
定
し
、
年
間
の
電

気
代
で
約
１
０
０
０
万
円
の
削

減
を
目
指
す
。
電
気
は
関
電
か

　

原
発
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
産
地
消
で
循
環
さ

せ
よ
う
―
。
脱
原
発
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
転

換
を
求
め
る
「
原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
」
は
、
地
域
の

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

滋
賀
県
・
湖
南
市
の
取
り
組
み
を
視
察
し
た
。
同
行
し

た
矢
部
あ
づ
さ
新
聞
部
部
長
、
南
端
理
伸
同
部
員
の
寄

稿
を
紹
介
す
る
。

域
が
主
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

で
地
域
の
持
続
的
発
展
に
役
立

て
る
。
こ
の
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
の
人
材
・
枠
組
み
づ
く

り
が
、
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
語
る
。

　

12
年
に
は
、
一
般
社
団
法
人

「
コ
ナ
ン
市
民
共
同
発
電
所
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
。
市
民

・
地
元
企
業
な
ど
が
出
資
し
、

太
陽
光
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
生
産
と
売
電
事
業
を

運
営
す
る
。

　

現
在
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

太
陽
光
発
電
所
４
機
が
市
内
で

稼
働
中
だ
。
同
法
人
は
、
出
資

者
へ
の
配
当
・
元
本
償
還
を
地

域
商
品
券
で
行
う
の
が
特
徴

だ
。
10
万
円
の
出
資
な
ら
20
年

間
で
11
万
９
０
０
０
円
の
商
品

券
を
受
け
取
れ
る
と
い
う
。
昨

年
は
３
０
０
万
円
余
り
の
商
品

券
が
流
通
し
た
。
代
表
理
事
の

溝
口
弘
さ
ん
は
、「
商
品
券
な

ら
地
域
経
済
の
活
性
化
と
電
気

の
域
内
循
環
に
貢
献
で
き
る
。

共
同
発
電
所
の
発
電
量
は
、
需

要
か
ら
見
れ
ば
微
々
た
る
も
の

だ
が
、
取
り
組
み
が
幅
広
い
市

民
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
」
と
語
る
。

　

条
例
は
理
念
法
だ
が
、
大
き

な
効
果
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ

ら
も
購
入
す
る
が
、
供
給
電
力

の
半
分
以
上
を
市
内
の
大
規
模

太
陽
光
発
電
所
や
市
民
共
同
発

電
所
か
ら
調
達
す
る
。

全
国
初
の
自
然
エ
ネ
条
例

　

12
年
に
成
立
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
「
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
」
に
合
わ
せ
て
、
市

は
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域

の
も
の
」
を
基
本
理
念
に
掲

げ
、
全
国
初
の
「
湖
南
市
地
域

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
条
例
」

を
制
定
。
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
室

の
池
本
未
和
氏
は
、
条
例
の
目

的
に
つ
い
て
「
行
政
・
市
民
・

事
業
者
の
役
割
を
定
め
て
、
地

る
。
市
内
で
大
規
模
太
陽
光
発

電
所
の
設
置
を
計
画
し
て
い
た

民
間
企
業
が
、
条
例
の
趣
旨
を

汲
み
取
っ
て
、
市
民
・
行
政
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
市
民
共
同
発
電

所
事
業
に
変
更
し
た
事
例
は
そ

の
一
つ
だ
。

あ
る
も
の
さ
が
し

　

湖
南
市
は
、
戦
後
、
糸
賀
一

雄
氏
ら
が
作
っ
た
知
的
障
が
い

の
人
た
ち
の
施
設
「
近
江
学

園
」
が
１
９
７
１
年
に
移
転
し

て
き
た
こ
と
を
背
景
に
、
障
が

い
者
の
自
立
を
支
援
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
き
た
。
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
障
害

者
の
芸
術
活
動
を
振
興
す
る

「
福
祉
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。

　

い
ま
、
市
は
「
地
域
の
あ
る

も
の
さ
が
し
、
あ
る
も
の
活
か

し
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
〝
再
生

エ
ネ
〞〝
福
祉
〞〝
特
産
品
〞
の
３

分
野
を
連
携
さ
せ
た
地
域
振
興

を
推
進
。
そ
の
中
心
を
担
う
の

が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。

　

市
民
共
同
発
電
所
の
「
初
号

湖南市概略
　滋賀県南部に位置し、
人口５万５千人余り。特
産品に弥平とうがらし、
下田なす。

再
生
エ
ネ
を
地
産
地
消行政と住民が連携　市民共同発電所

市民・地域共同発電所数の推移

「市民・地域共同発電所全国調査報告2013」をもとに作成
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ヒ
ト
が
食
物
連
鎖
の
頂
点

に
立
ち
、
今
や
相
互
殺
戮
す

る
他
に
過
剰
繁
殖
を
抑
え
ら

れ
な
い
観
が
あ
る
。
こ
れ
ま

で
地
球
上
の
生
物
は
、
多
様

化
に
よ
り
こ
の
過
剰
繁
殖
に

歯
止
め
を
掛
け
て
命
を
繋
い

で
き
た
。

　

か
つ
て
メ
タ
ン
を
排
泄
物

と
す
る
単
細
胞
生
物
が
地
球

を
寡
占
し
て
地
球
環
境
を
激

変
さ
せ
、
生
命
絶
滅
の
危
機

に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
他
方
で
、
生
命
種
の
多

様
化
か
ら
誰
か
の
糞
が
誰
か

の
食
料
に
な
っ
て
、
バ
ラ
ン

ス
を
保
ち
、
命
を
育
む
こ
の

惑
星
を
保
持
し
て
き
た
。

　

視
点
を
狭
く
絞
っ
て
も
、

現
在
の
ヒ
ト
の
課
題
は
、
貧

富
の
格
差
の
拡
大
を
抑
え
る

こ
と
で
あ
る
。
戦
争
も
テ
ロ

も
力
に
よ
る
抑
制
が
効
か

ず
、
よ
り
殺
戮
効
率
の
「
良

い
」
方
向
へ
進
化
す
る
だ
け

で
、
解
決
の
目
途
が
つ
か
な

い
。
犠
牲
の
み
大
規
模
に
な

る
こ
と
は
十
分
経
験
し
た
は

ず
だ
が
学
習
効
果
は
見
え
て

こ
な
い
。

　

戦
争
も
テ
ロ
も
貧
困
・
格

差
拡
大
を
最
大
の
原
因
に
据

え
て
そ
の
是
正
を
図
る
べ
き

だ
が
、
一
方
で
詐
欺
や
犯
罪

と
言
え
る
も
の
ま
で
含
め
て

経
済
活
動
の
自
由
の
も
と
、

利
潤
至
上
主
義
の
資
本
家

は
、
有
利
な
税
制
を
求
め
て

諸
外
国
を
渡
り
歩
く
。

　

受
け
入
れ
側
の
国
は
、
有

利
な
税
制
を
餌
に
外
国
企
業

を
誘
致
し
て
自
国
の
経
済
発

展
を
図
る
。
一
国
で
経
済
格

差
の
拡
大
を
防
止
す
る
税
制

を
ひ
い
て
も
、
他
国
へ
脱
出

す
る
か
ら
地
球
規
模
で
協
調

す
る
し
か
方
法
は
な
い
。

　

更
に
視
野
を
絞
っ
て
、
国

民
に
公
平
な
世
界
に
誇
る
皆

保
険
制
度
下
の
歯
科
界
も
例

外
で
は
な
い
。
競
争
社
会
の

成
功
者
と
そ
う
で
な
い
人
と

の
格
差
は
広
が
り
、
高
額
の

医
療
機
器
を
導
入
し
て
セ
レ

ブ
患
者
に
リ
ス
ク
の
高
く
未

成
熟
の
最
先
端
治
療
を
提
供

し
て
高
収
入
を
目
指
す
歯
科

医
も
い
る
。

　

企
業
も
歯
科
医
も
一
個
体

と
し
て
大
き
な
世
の
流
れ
の

中
で
生
き
抜
こ
う
と
し
て
い

る
が
、
地
球
上
の
共
通
の
課

題
を
一
生
物
と
し
て
意
識
す

れ
ば
、
生
き
残
る
道
を
見
つ

け
簡
単
に
絶
滅
は
し
な
い
だ

ろ
う
。

貧富の格差は人類的課題
西淀川区・篠部正夫

新
し
き
魚
の
水
路
に
夏
の
月

短
夜
も
目
覚
め
す
っ
き
り
課
題
解
け

妻
と
行
く
黒
門
市
場
夏
帽
子

祗
園
祭
胸
に
高
鳴
る
笛
と
鉦

つ
い
て
く
る
夏
満
月
や
日
は
西
に

海
岸
の
遠
花
火
見
ゆ
無
人
駅

城
跡
の
往
に
し
世
を
今
油
照
り

片
陰
も
な
く
う
つ
ろ
な
る
己
と
は

白
杖
を
習
う
雑
踏
秋
あ
つ
し

秋
の
日
を
返
す
ビ
ル
窓
万
華
鏡

万
華
鏡

高
槻
市
・
久
松　

聰

会 員 投 稿

大津大津

彦根彦根

湖南市湖南市

2013年に発電を開始した市民共同発電所「弐号機」。
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